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及ぼし，コミュニケーションが苦手な若者が多い社会
情勢も影響している．実際，大学に入学した後に，ゼ
ミ，サークル，アルバイトや就活などの様々の複雑な
人間関係に直面した結果，今まで内在化していた神経
発達障害の特性が表面化し，不適応反応を起こし，診
断される例が多い．また，いわゆる本業である学業以
外は活発だが，学業だけはどうしてもできず時に留年
を繰り返すスチューデントアパシーや，これまた最近
増えていると話題にのぼる，環境への不適応から度々
抑うつ症状を呈し，対他配慮性の少なさが特徴の現代
型うつ病などは，背景には神経発達障害が隠れている
場合が多いと考えられている（樋口ほか編 2016）．神
経発達障害学生は，健常人には些細なことでも，極端
な不適応反応を起こし，衝動的に自殺行動を起こす危
険性もあるので注意が必要である．以上のことから，
大学生に対するメンタルヘルス相談では，単に現在悩
んでいる事象や症状のみに注目するだけではなく，常
に神経発達障害が背景にないか，幼少期から高校生ま
での生育歴を注意深く聴くことが大切である．
5 ．国際化社会におけるメンタルヘルス支援の
現代的課題
平成32年までに30万人の留学生の受け入れを目指し
た「留学生30万人計画」の政策とともに，大学のグロー
バル化も進み、我が国への留学生は年々増加している．
一方，言葉の壁などが原因で，留学生の留学先の精神
科への受診率は，一般に留学先の国の学生より低い．
そのため，留学生が保健管理センター精神科に受診す
る際には，自殺念慮を伴う重症例や緊急例が多いこと
が指摘され，留学生の大学におけるメンタルヘルス支
援は現代において重要な課題となっている（樋口ほか
編　2016）．
留学生のメンタルヘルスは元来，渡航後数ヶ月から
遅くとも数年で解決される「カルチャーショック」な
ど異文化ストレスとの関連で議論されていることが多
い．しかし、筑波大学保健管理センター精神科の報告
によると，異文化ストレスによる不適応よりも，学業
や研究、家族や人間関係などの日本人学生と同様の問
題の方が多く，診断もF3とF4が多かった（堀ら 
2012）．東北大学保健管理センターのメンタルヘルス
相談への新規受診留学生数は，統計を取り始めた2016
年度で，新規受診学生全体の163名に対して22名であ
る（東北大学の留学生数は1942名）．留学生の受診率
は日本人学生に比べて変わりなく，東北大学ではより
グローバル化が進んでいることの表れかもしれない．
今後の留学生に対するメンタルヘルス支援は，より日
本人学生と変わりなく対応していく必要性があるだろ
う．
6 ．おわりに
成長過程にある大学生に対するメンタルヘルス支援
には，単に「休ませる」だけでなく，本業である学業
に戻し，社会へ旅立たせることが大切である．それに
は，睡眠リズムなどを記録させた日課表を利用した多
面的な生活指導や，思考記録表を作成して，学生の考
え方の癖に気づき，より適切な考え方や行動ができる
ようにする認知行動療法的アプローチが有効である
（樋口ほか編 2016）．
しかしながら、保健管理センターや学生相談・特別
支援センターだけでのメンタルヘルス支援では不十分
であり，大学においては，教職員との連携による環境
調整が必須で，さらに学習支援センター，キャリア支
援センター，課外・ボランティア活動支援センターや
グローバルラーニングセンターなどの学内機関と近隣
の医療機関と協力して行っていくことが大切である．
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